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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第２四半期連結
累計期間

第28期
第２四半期連結
累計期間

第27期
第２四半期連結
会計期間

第28期
第２四半期連結
会計期間

第27期

会計期間

自　平成20年
４月１日

至　平成20年
９月30日

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成20年
７月１日

至　平成20年
９月30日

自　平成21年
７月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成20年
４月１日

至　平成21年
３月31日

売上高（千円） 19,539,56120,885,90810,060,68110,654,10639,410,114

経常利益（千円） 342,778 477,214 263,310 254,296 328,876

四半期（当期）純利益（千円） 161,885 238,624 131,768 115,471 135,278

純資産額（千円） － － 3,149,9443,282,2043,122,900

総資産額（千円） － － 16,914,82918,088,22517,496,422

１株当たり純資産額（円） － － 236,127.77250,664.77234,100.50

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12,135.3118,052.999,877.708,783.7810,140.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 18.6 18.1 17.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
50,939 670,687 － － 337,712

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,277,565△321,164 － － △3,340,950

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,341,125△173,324 － － 2,892,150

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,124,1241,074,736898,536

従業員数（人） － － 527 543 510

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第27期第２四半期連結累計（会計）期

間、第27期及び第28期第２四半期連結累計期間は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。また、第28期第２四半期連結会計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 543 (659)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループ

への出向者を含む）であり、パート社員及びアルバイト(１日８時間換算)は当第２四半期連結会計期間の平

均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 167 (131)

　（注）  従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、当社から連

結子会社である株式会社サッポロドラッグサポートへの出向者を除いております。パート社員及びアルバイ

ト(１日８時間換算)は当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

　当社グループは小売業を主たる事業としているため、生産実績及び受注状況は記載しておりません。

(1）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における分類別仕入実績の状況は、次のとおりであります。

　
分類

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

　

商　

　

　

品　

　

　

ヘルスケア （千円） 1,382,393 105.2

ビューティーケア （千円） 1,639,531 97.1

ベビーケア （千円） 259,693 107.2

ホームケア （千円） 1,272,872 104.4

フード （千円） 2,989,821 109.1

調剤 （千円） 300,717 121.2

その他 （千円） 150,162 87.2

　　　　小計 （千円） 7,995,193 104.9

不動産賃貸料原価　 （千円） 19,708 －

　　　　合計　 （千円） 8,014,901 105.1

　　（注）１．その他の主な内容は、ペット用品などであります。

　　　　　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）販売実績

①　分類別売上高

　当第２四半期連結会計期間における分類別売上高の状況は、次のとおりであります。

　
分類

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

　

商　

　

　

品　

　

　

ヘルスケア （千円） 2,190,102 108.3

ビューティーケア （千円） 2,399,964 99.9

ベビーケア （千円） 305,235 109.7

ホームケア （千円） 1,658,511 108.3

フード （千円） 3,423,590 107.2

調剤 （千円） 437,464 115.5

その他 （千円） 206,906 81.0

　　　　小計 （千円） 10,621,775 105.6

不動産賃貸料　 （千円） 32,330 －

　　　　合計　 （千円） 10,654,106 105.9

　　（注）１．その他の主な内容は、ペット用品などであります。

　２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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②　地域別売上高

　当第２四半期連結会計期間における地域別売上高の状況は、次のとおりであります。

区分　 地域
売上高 店舗数

金額（千円）
前年同四半期比
（％）

数（店舗）
前年同四半期比　
（店舗）

　

　

商品売上　

　

　

　

札幌市 3,561,946 116.7 46    ±0

札幌市以外の道央 1,794,067 100.7 21     +1

道北 714,299 91.5 9     -2

道東 2,535,422 99.0 32     -1

道南 2,016,038 106.9 22     -1

小計 10,621,775 105.6 130  　 -3

不動産賃貸料　　　 32,330 － － 　　－

　　　　　　 合計　　　　　 10,654,106 105.9 130  　 -3

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

  

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、四半期報告書提出日現在において、当社グループが判断したものであります。

（1）経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気回復の兆しが伝えられておりますが、企業収益の悪

化や雇用、所得環境の低迷による個人消費の減少など、依然として厳しい状況が続いております。

　当ドラッグ業界におきましても、新型インフルエンザの感染拡大によるマスク等のインフルエンザ関連商品の売

上増加等がありましたが、消費者の生活防衛意識の高まりにより、経営環境は予断を許さない状況となっておりま

す。　

このような状況のもと、当社グループといたしましては、より一層お客さまのニーズにあった店舗づくりとお客さ

まへのサービス向上に努めるとともに、経営基盤強化・経営効率向上に努めてまいりました。

　店舗面では、店舗床面積300坪タイプのスーパードラッグ１店舗を新設いたしました。一方、既存店の見直しのなか

で２店舗の閉店を行いました。これにより、平成21年９月末日現在の店舗数は130店舗となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間の連結業績は、売上高は106億54百万円（前年同期比5.9％増）、営業利

益は２億69百万円（前年同期比13.2％増）、経常利益は２億54百万円（前年同期比3.4％減）、四半期純利益は１億

15百万円（前年同期比12.4％減）となりました。 

（2）財政状態の分析

　当第２四半期末における資産合計は、180億88百万円となり、前連結会計年度末に比べて、５億91百万円増加となり

ました。その主な要因は、商品が２億88百万円、有形固定資産が３億43百万円それぞれ増加したことなどによりま

す。

　当第２四半期末における負債合計は、148億６百万円となり、前連結会計年度末に比べて、４億32百万円増加となり

ました。その主な要因は、短期借入金が３億50百万円増加したことなどによります。

　当第２四半期末における純資産合計は、32億82百万円となり、前連結会計年度末に比べて、１億59百万円増加とな

りました。その主な要因は、四半期純利益により利益剰余金が２億38百万円増加、配当金の支払により53百万円減少

したことなどによります。

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期末に比べて、28

百万円増加し、第２四半期末には、10億74百万円になりました。

　営業活動による資金の獲得額は51百万円であり、前第２四半期連結会計期間に比べ、３億91百万円増加しました。

その主な要因は、仕入債務の増加額が前第２四半期連結会計期間に比べ、２億７百万円増加したことなどによりま

す。

　投資活動による資金の支出額は27百万円であり、前第２四半期連結会計期間に比べ、４億52百万円減少しました。

その主な要因は、新規出店数の減少により有形固定資産の取得による支出が59百万円と前第２四半期連結会計期間

に比べ２億82百万円減少したことなどによります。

　財務活動による資金の獲得額は４百万円であり、前第２四半期連結会計期間に比べ、７億33百万円減少しました。

その主な要因は、前第２四半期連結会計期間に比べ、短期借入金の純増額が７億50百万円増加し、長期借入れによる

収入が13億円減少したことなどによります。 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 49,440

計 49,440

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
　  現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,340 13,340ジャスダック証券取引所

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 13,340 13,340 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年７月１日～

　

 平成21年９月30日　

－ 13,340 － 439,589 － 481,788

　

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社トミーコーポレー
ション

札幌市北区太平三条４丁目1-1 4,100 30.73

富山　睦浩 札幌市北区 660 4.94

富山　光惠 札幌市北区 660 4.94

富山　浩樹 札幌市北区 660 4.94

エフジーシーエス　エヌブイ　
トリーテイ　アカウント　タク
サブル（常任代理人　株式会社
東京三菱UFJ銀行）

206-214　HERENGRACHT　AMST　ERDAM　THE　

NETHERLAND

（東京都千代田区丸の内２丁目7-１）

652 4.88

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目11 600 4.49

日本トラスティ・サービス信
託銀行株式会社 (信託口)　

東京都中央区晴海１丁目8-11 570 4.27

ＳＤＳ従業員持株会 札幌市北区太平三条１丁目2-18 516 3.86

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西４丁目１番地 500 3.74

日本マスタートラスト信託銀
行株式会社 (信託口)　

東京都港区浜松町２丁目11番３号 231 1.73

計 － 9,149 68.58

　　（注）１.上記、所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 (信託口)　570株

　　　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社 (信託口)　　　231株

　　　　　２.上記のほか、自己株式が246株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式 　　246 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　13,094  　 13,094 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 13,340 － －

総株主の議決権 － 13,094 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株）　

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式割合
　　（％）

株式会社サッポロド

ラッグストアー

札幌市北区太平三条１丁

目２番18号　
246 － 246 1.84

計 － 246 － 246 1.84

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 83,500 96,000 96,000 117,900 160,000 163,000

最低（円） 77,800 77,000 91,000 93,000 120,000 131,100

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動　
新役名 新職名 旧役名 旧職名 　氏名 異動年月日

常務取締役 営業本部長 常務取締役 営業本部長兼業務改革推進室長 藤川　和正 平成21年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,074,736 898,536

売掛金 461,359 446,628

商品 4,393,628 4,104,989

貯蔵品 3,265 3,265

繰延税金資産 147,534 127,089

その他 560,013 728,166

流動資産合計 6,640,538 6,308,677

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,082,760

※1
 2,754,964

土地 4,379,066 4,379,066

その他（純額） ※1
 965,877

※1
 950,604

有形固定資産合計 8,427,704 8,084,635

無形固定資産 85,227 91,606

投資その他の資産

その他 3,007,998 3,055,003

貸倒引当金 △73,244 △43,500

投資その他の資産合計 2,934,754 3,011,503

固定資産合計 11,447,686 11,187,745

資産合計 18,088,225 17,496,422

EDINET提出書類

株式会社サッポロドラッグストアー(E03419)

四半期報告書

12/25



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,965,087 3,880,068

短期借入金 1,900,000 1,550,000

1年内返済予定の長期借入金 1,676,066 1,810,569

未払法人税等 207,127 23,487

賞与引当金 237,987 228,335

ポイント引当金 29,368 31,178

その他 621,571 524,779

流動負債合計 8,637,206 8,048,417

固定負債

長期借入金 5,325,769 5,611,168

退職給付引当金 155,844 144,758

役員退職慰労引当金 101,125 101,125

その他 586,074 468,052

固定負債合計 6,168,813 6,325,104

負債合計 14,806,020 14,373,521

純資産の部

株主資本

資本金 439,589 439,589

資本剰余金 481,788 481,788

利益剰余金 2,387,090 2,201,825

自己株式 △26,182 －

株主資本合計 3,282,286 3,123,204

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △82 △303

評価・換算差額等合計 △82 △303

純資産合計 3,282,204 3,122,900

負債純資産合計 18,088,225 17,496,422
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 19,539,561 20,885,908

売上原価 14,897,239 15,942,223

売上総利益 4,642,322 4,943,684

販売費及び一般管理費 ※
 4,348,901

※
 4,429,415

営業利益 293,420 514,268

営業外収益

受取利息 139 57

受取配当金 13,098 582

受取手数料 9,286 1,503

不動産賃貸料 51,254 －

固定資産受贈益 27,111 9,219

その他 24,543 17,567

営業外収益合計 125,433 28,931

営業外費用

支払利息 47,587 62,103

不動産賃貸原価 23,544 －

その他 4,943 3,881

営業外費用合計 76,076 65,985

経常利益 342,778 477,214

特別損失

減損損失 35,355 3,622

店舗閉鎖損失 － 13,502

貸倒引当金繰入額 － 29,744

貸倒損失 － 1,660

たな卸資産評価損 20,752 －

その他 5,730 －

特別損失合計 61,837 48,530

税金等調整前四半期純利益 280,940 428,684

法人税、住民税及び事業税 136,052 209,457

法人税等調整額 △16,996 △19,397

法人税等合計 119,055 190,059

四半期純利益 161,885 238,624
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 10,060,681 10,654,106

売上原価 7,627,280 8,112,307

売上総利益 2,433,400 2,541,798

販売費及び一般管理費 ※
 2,195,277

※
 2,272,279

営業利益 238,123 269,518

営業外収益

受取利息 139 57

受取配当金 12,524 14

受取手数料 1,984 401

不動産賃貸料 25,627 －

固定資産受贈益 8,603 5,461

その他 16,144 12,799

営業外収益合計 65,024 18,734

営業外費用

支払利息 25,384 31,396

不動産賃貸原価 11,936 －

その他 2,516 2,560

営業外費用合計 39,837 33,956

経常利益 263,310 254,296

特別損失

減損損失 35,355 1,123

貸倒引当金繰入額 － 29,744

貸倒損失 － 1,660

その他 2,919 4,802

特別損失合計 38,275 37,331

税金等調整前四半期純利益 225,035 216,965

法人税、住民税及び事業税 72,845 70,007

法人税等調整額 20,421 31,486

法人税等合計 93,266 101,493

四半期純利益 131,768 115,471
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 280,940 428,684

減価償却費 196,904 250,402

減損損失 35,355 3,622

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 29,744

賞与引当金の増減額（△は減少） 55,377 9,652

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,130 11,086

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,784 △1,810

受取利息及び受取配当金 △13,238 △640

固定資産受贈益 △27,111 △9,219

支払利息 47,587 62,103

貸倒損失 － 1,660

たな卸資産評価損 20,752 －

売上債権の増減額（△は増加） △32,717 △14,730

たな卸資産の増減額（△は増加） △736,179 △288,639

仕入債務の増減額（△は減少） 633,526 85,019

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,968 △13,228

その他 △171,081 126,454

小計 300,061 680,161

利息及び配当金の受取額 738 640

利息の支払額 △52,979 △63,324

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △196,880 53,210

営業活動によるキャッシュ・フロー 50,939 670,687

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,070,040 △364,180

無形固定資産の取得による支出 △14,653 △4,246

敷金及び保証金の差入による支出 △254,004 △39,795

敷金及び保証金の回収による収入 61,464 78,507

預り保証金の受入による収入 1,000 14,550

預り保証金の返還による支出 △1,332 △1,547

その他 － △4,452

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,277,565 △321,164

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 650,000 350,000

長期借入れによる収入 2,350,000 480,000

長期借入金の返済による支出 △585,903 △899,902

自己株式の取得による支出 － △26,182

配当金の支払額 △66,543 △53,217

その他 △6,428 △24,022

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,341,125 △173,324

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 114,499 176,199

現金及び現金同等物の期首残高 1,009,624 898,536

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,124,124

※
 1,074,736
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （不動産賃貸料及び不動産賃貸料原価の会計処理の変更）　　

　不動産賃貸料及び不動産賃貸料原価については、従来、営業外収益及び営業

外費用に計上しておりましたが、自社物件の賃貸料収入が会社の主たる事業

目的に付随する業務により生じた収入であり、店舗網の拡大等に伴って今後

とも増加することが予想されることから、経営成績をより適切に表示するた

め、第１四半期連結会計期間より売上高及び売上原価に含めて計上する方法

に変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、売上高は61,481千円、売

上総利益及び営業利益は24,800千円それぞれ増加しておりますが、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）　

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「店舗閉鎖損失」は、特別損

失総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半期連結

累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「店舗閉鎖損失」は5,730千円であります。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）　

（四半期連結貸借対照表関係）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年8月7日　内閣府令第50

号）の適用に伴い、前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「貯蔵品」（5,367千円）

は、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第２四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他（純額）」に含めて表示しておりました「建物及び構築

物（純額）」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。な

お、前第２四半期連結会計期間の有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる「建物及び構築物（純額）」は

1,884,331千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しましては、実地たな卸

を省略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法によ

り算定する方法によっております。　

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 1,689,557　千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 1,462,791　千円

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借入

未実行残高は次のとおりであります。

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高

は次のとおりであります。 

貸出コミットメントの総額 2,500,000千円

借入実行残高 2,500,000千円

差引額 －千円

貸出コミットメントの総額 2,500,000千円

借入実行残高 2,500,000千円

差引額 －千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与及び諸手当 1,529,581千円

賞与引当金繰入額       236,133千円

退職給付費用    16,058千円

ポイント引当金繰入額 1,784千円

減価償却費     189,228千円

地代家賃   811,656千円

給与及び諸手当 1,502,213千円

賞与引当金繰入額 237,987千円

退職給付費用 18,042千円

減価償却費 233,094千円

地代家賃 804,755千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与及び諸手当 766,490千円

賞与引当金繰入額     118,928千円

退職給付費用 8,029千円

ポイント引当金繰入額 712千円

減価償却費 100,119千円

地代家賃   410,140千円

給与及び諸手当 760,969千円

賞与引当金繰入額  121,849千円

退職給付費用 9,021千円

減価償却費 117,803千円

地代家賃 400,440千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,124,124千円

現金及び現金同等物 1,124,124千円

　

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,074,736千円

現金及び現金同等物 1,074,736千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　13,340株

 

２. 自己株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　 　246株　

　

３．配当に関する事項

　　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成21年６月26日

定時株主総会
 普通株式 53,360 4,000  平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

  

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　当社グループは医薬品・化粧品等の小売業という単一事業を営んでおり、事業の種類別セグメントの記載は困

難であるため、記載を省略しております。

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　医薬品・化粧品等の小売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金

額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店はないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　　海外売上高はないため、該当事項はありません。
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 250,664.77円 １株当たり純資産額 234,100.50円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12,135.31円 １株当たり四半期純利益金額 18,052.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 161,885 238,624

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 161,885 238,624

期中平均株式数（株） 13,340 13,218

         

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　

－

　

－

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9,877.70円 １株当たり四半期純利益金額 8,783.78円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 131,768 115,471

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 131,768 115,471

期中平均株式数（株） 13,340 13,146

         

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　

－

　

－
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年 11月 12日

株式会社サッポロドラッグストアー

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　俊典　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂野　健弥　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内山　敏彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サッポロド

ラッグストアーの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サッポロドラッグストアー及び連結子会社の平成20年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

追記情報　

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更「会計処理基準に関する事項の変更（３）ＥＯＳ手数

料の会計処理の変更」に記載されているとおり、会社は、ＥＯＳ手数料収入につき、従来営業外収益に計上していたが、当第

１四半期連結会計期間から売上売価から控除する方法に変更している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

株式会社サッポロドラッグストアー

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　俊典　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂野　健弥　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内山　敏彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サッポロド

ラッグストアーの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月

１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サッポロドラッグストアー及び連結子会社の平成21年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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